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序

箕輪町は伊那谷の北部にあり、豊な自然に恵まれた、歴史と文化のある町です。先史の頃よりこの地

の生み出す自然の恵みを求めて人々が暮 らし始め、各時代を生きた先人達の努力によって今日の町の姿

が築き上げられてきました。町内には、彼らが残した証である多くの遺跡が残されています。

調査対象となった黒津原遺跡を含む一帯は、県の重要遺跡として登録される「福与大原遺跡群」にあ

たり、現在も古くからの地形景観を残す保存状態のよい町内第一級の遺跡です。これまで耕作中に偶然

出土した土器や石器が数多く収集され、その中には、他にあまり例を見ない土製品や装飾土器などの珍

しい品が含まれ、今も町郷土博物館で大切に保管 。公開をしています。また、これまでこの遺跡群内の

大原遺跡と上金遺跡において発掘調査が行われましたが、縄文時代や古代に営まれた集落跡が発見され、

当時の暮らしと文化を知る貴重な資料が得られています。

今回、黒津原遺跡内で町の道路拡幅工事が計画され、町教育委員会が工事に先行して発掘調査による

記録保存を図りました。調査の成果につきましては、本書の各章にて詳しく記してあります。これを多

くの皆様に広く活用いただき、地域の歴史と文化を解明する一助となれば幸いです。

最後になりましたが、本事業の実施にあたり、多大なるご理解とご協力をいただきました地元福与区

と耕作者の皆様をはじめ、調査にご尽力いただきました各関係者の皆様に、本書の刊行にあたり心より

感謝申し上げます。

箕輪町教育委員会



例

1 本書は、平成18年度に実施した、長野県上伊那郡箕輪町大字福与382番地 1他に所在する、黒津原遺

跡緊急発掘調査報告書である。

2 遺跡の発掘調査及び整理作業等の記録保存業務は、箕輪町土地開発公社より委託を受け、箕輪町教

育委員会が実施した。

3 本書の作成にあたり、作業分担を以下のとおり行った。

遺物の洗浄 。注記一大串久子、根橋とし子

遺構図の整理・ トレースー大串久子、白鳥弘子、根橋とし子

遺物の実測 。拓本 。トレースー大串久子、白鳥弘子

挿図作成一大串久子、春日誠子、後藤主計、白鳥弘子、根橋とし子、向山英人

写真撮影 。図版作成一赤松 茂、根橋とし子

4 本書の執筆は、赤松 茂、根橋とし子が行った。

5 本書の編集は、赤松 茂、大串久子、白鳥弘子、根橋とし子が行った。

6 出土鉄器は、①帝京大学山梨文化財研究所に業務を委託し保存処理を行った。

7 発掘箇所の記録は、世界測地系座標により位置を落とした。

8 出土遺物及び図面写真類と本書作成に関わる図版写真類は、すべて箕輪町教育委員会が管理し、箕

輪町郷土博物館に保管している。

9 調査及び本書の作成にあたり、下記の方々並びに機関にご指導ご協力をいただいた。記して感謝申

し上げる。 (50音順)

個人一浅野義高、井日秋次、井日幸夫、井日敏彦、小川利明、春日 勲、北原文人、小池君代、

小池純夫、小池正志、白鳥 覚、田中克典、細井紀光、丸田 晃

機関―働長野県埋蔵文化財センター、福与区、箕輪町土地開発公社、ミノワノーブル株式会社

例
1 挿図

・挿図の縮尺は、各図の下部に表記 (ス ケールを有するものも含む)した。

・遺構実測図中におけるスクリーントーン及び記号による表示は、以下のものを表す。

□ ―焼土     ●―土器

・土器実測図及び拓影図中のスクリーントーン表示は、以下のものを表す。

畷 ―須恵器断面    □ ―土師器内面黒色処理

2 土層及び遺物観察

。土層及び土器の色調は、『新版 標準土色帖』を用いて記してある。

・出土土器観察表の法量は、上から「日径・底径・器高」の順に記し、単位はセンチメー トル (cm)

である。また、現存する数値は 「( )」 、推定数値は 「( )」 、計測不能は 「―」で表している。

・出土金属器と石器観察表の重量の単位は、グラム (g)で表している。法量は、現存する数値は

「( )」 で、計測不能は「―」で表している。
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第 1章 発掘調査の概要

第 1節 調 査 に至 る経 過

黒津原遺跡が所在する箕輪町福与区は、町の南東部に位置している。遺跡は、東方に連なる伊那山地

の不動ヶ峰南西麓より西方に流れる判の木沢や、その他中小河川の押出しによって形成された複合扇状

地下部の緩やかな傾斜地に立地し、ここからは南方に仙丈岳、北方に守屋山、また西方には天竜川を望

むことができる。

遺跡は、県の重要遺跡として登録される 「福与大原遺跡群」内に属し、町内でも比較的保存状態のよ

い遺跡包蔵地として知られている。これまで同遺跡群内では、昭和52・ 53年度に大原遺跡、更に昭和61

年度には上金遺跡において、農業基盤整備事業等による開発行為に先立って緊急発掘調査が行われ、縄

文時代早期から晩期、平安時代の竪穴住居址等の多くの遺構と遺物が検出されている。

第 1図 調査位置図 (1:20,000)
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今回、町が事業主体となる福与工業団地周辺整備計画の中で、既存道路への上下水道の敷設と共に、

本遺跡包蔵地内を横断する町道983号線の全面改良が行われることになり、平成17年 10月 に事業担当で

ある箕輪町土地開発公社から町教育委員会に対し、具林的な開発計画の内容が提示された。これを受け

て、遺跡の保護処置をめぐり2者間で協議を重ねてきたが、本件が県の重要遺跡での開発行為であるこ

とから、県教育委員会の指導及び助言を仰ぐこととなった。同年12月 に 3者間で保護協議を行った結果、

既存道路の改良であることで遺跡は最小限度の範囲の破壊に留まるとの判断で、工事着工前に発掘調査

を実施し、記録保存を行うこととなった。また、同公社が調査に係る費用負担等の全面協力を了承し、

調査業務を町教育委員会に委託することとなった。

平成18年 6月 1日 に2者間で調査業務の委託受託契約が締結され、町教育委員会は現地調査と整理作

業及び報告書作成業務を実施し、本書の刊行に至った。

第 2節 調 査 概 要 と体 制

1 遺 跡 名   黒津原遺跡

2 所 在 地   長野県上伊那郡箕輪町大字福与382番地 1他

3 事 業 期 間 「 平成18年 6月 1日 ～19年 3月 15日

(発掘調査 同年 6月 1日 ～■月27日 )

(整理作業 同年二月28日 ～19年 3月 15日 )

4事 務 局

教 育 長  小林 通昭

生涯学習課長  平井 克則 (平成18年 9月 30日 まで)

中村 文好 (平成18年 10月 1日 から)

同文化財係主幹  赤松  茂

同 副 主 幹  有賀 一治

同 副 主 幹  柴  秀毅

臨 時 職 員  中村 孝子

5調 査 団

調 査 団 長  小林 通昭

調査副団長  平井 克則 (平成18年 9月 30日 まで)

中村 文好 (平成18年 10月 1日 から)

調査担当者  赤松  茂

調 査 員  根橋とし子

調 査 団 員  泉沢徳二郎、伊藤 輝彦、今関 貞夫、浦野 勝雄、大串 久子、大槻  剛、

岡田 和宏、岡田テル子、小川 陽三、河西ひろみ、春日 誠子、唐沢 清光、

小松 峰人、塩澤  雄、白鳥 弘子、藤沢 具明、藤沢 達雄、IFH川  利平、

松崎 仲子、宮下 春樹、向山 英人 (※ 50音順)
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第 3節

7月 10日 (月 )

7月 12日 (刻K)

7月 26日 (水 )

7月 31日 (月 )

8月 1日 (火 )

8月 2日 (水 )

8月 3日 (木 )

8月 4日 (金 )

8月 7日 (月 )

8月 8日 (火 )

8月 9日 (水 )

8月 10日 (木 )

8月 ■ 日(金 )

8月 17日 (水 )

8月 22日 (火 )

8月 30日 (7k)

9月 5日 (火 )

9月 6日 (水 )

9月 8日 (金 )

9月 11日 (月 )

9月 15日 (金 )

9月 22日 (金 )

9月 29日 (金 )

10月 23日 (月 )。

調査 日誌

調査開始。調査区の範囲設定を行う。

重機で表土剥ぎを始める。15日 (土)ま で。

先週の集中豪雨により、調査地が雨水と

湧き水により水没したため、終日排水作

業を行う。28日 (金)ま で。

結団式を行い、遺構検出作業を開始する。

流入した土砂の排出作業を行う。

土砂の排出作業と併行し、遺構の確認作

業を行う。 1号掘立柱建物址を検出する。

1号掘立柱建物址の掘 りと土層断面測量、

遺構確認作業を継続する。

遺構確認作業と検出した土坑を掘る。

遺構確認作業と土坑を掘る。

土坑の掘りとサブトレンチによる遺構確

認作業。

サブトレンチでの遺構確認作業。

ピットの掘りと土層断面測量。

ピットの掘りと土層断面測量を継続。

ピットの掘り下げと平面測量。

遺構の写真撮影。公民館歴史講座の見学

者が訪れる。

写真撮影及び測量作業。28日 (月 )ま で。

調査区東部の表土剥ぎ。 9月 4日 (月 )ま

‐
で,。

遺構確認作業。

遺構確認作業と 1号住居址を検出し、掘

り下げる。

1号住居址の断面測量。

1号住居址の掘りと2号掘立柱建物址の

検出と掘り。

1号住居址の遣り方測量と平面測量。

2号掘立柱建物址の土層断面沢1量。

2号掘立柱建物址の平面測量。

全棒測量。一旦調査終了。

■月27日 (月 )立 会い調査。調査終了。
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 地 形 と地 質

箕輪町は、東は南アルプス、西は中央アルプスにはさまれた、南北70kmに も及ぶ伊那盆地の北部に位

置する。また、諏訪湖を源とし、盆地の中央低地帯を南に流れる天竜川によって、町はほぼ東西に三分

された形となっている。箕輪町を含む伊那盆地は、天竜川の低地帯から両アルプスの山頂に至って、大

起伏地形となっており、その景観から「伊那谷」と呼ばれる。

伊那谷は本州内陸部の中でも多くの活断層が分布し、約10km幅 にそれが集中する、きわめて活動的な

構造盆地であることがわかっている。この地形は、第四期の地殻変動によって造り上げられた。

以前は、伊那谷の特徴を表すとして注目されていた段丘状の地形が配列している様子は、天竜川の侵

食による河岸段丘と考えられていたが、現在はそれが中央 。南両アルプスの上昇に伴う地殻変動の結果、

断層によって造り出された断層崖である、ということが研究によってわかってきた。各地でこうした断

層の調査が行われ、伊那谷の地形の歴史は以前より詳しく把握されつつある。そのようなことから今後

上空より遺跡地を望む (1:6,000 平成12年撮影 )

-4-



箕輪町においても、さらに詳しい調査が望まれるところである。

遺跡が所在する福与区と北部に隣接する三日町区は、天竜川の東側にあたり、いわゆる「竜東」とよ

ばれる。箕輪町では、複合扇状地によって形成された、広大で平坦な地形が続く竜西側に比べ、竜東側

は、小規模の山が近くにせまり変化に富んだ地形となっており、比較的平坦地が狭く緩傾斜が続いてい

る。基本的に一帯の地形を造り出している要因としては、東部山麓から流れ出す中小河川の押し出しに

より形成された複合扇状地である。現在では、耕作や造成に伴いわかりにくいが、以前は、うね りをも

ちながら西方へ緩やかに傾斜するという、この扇状地の特徴がもっと明瞭に現われていたと思われる。

傾斜も西部扇状地に比べて勾配が強いため、それら中小河川の流路が傾斜地を侵食し深い谷地形が形成

される。遺跡の多くは、谷と谷との間に舌状に残る台地上に分布する傾向が観られる。

地質においては、竜西側は複合扇状地の形成に伴い、広く扇状地の堆積物で覆われている。それに対

し竜東側では、花聞岩や粘板岩などを中心とし、領家変成岩からなる結晶質石灰岩や石英珍岩が分布す

るなど、変化に富んだ地質になっている。また、伊那谷を覆つている被覆層は竜西側では厚く、基盤岩

の露出は少ないのに比べ、竜東側の被覆層は比較的浅く、断片的である。そのため、天竜川の支流の谷

沿いには基盤岩が露出し、天竜川の合流点まで続いている。

引用参考文献

伊那市教育委員会・上伊那地方事務所 小黒南原・伊勢並遺跡 緊急発掘調査報告書 1992.3

松島信幸 伊那谷の造地形史 伊那谷の活断層と第四期地質 1995,3.31

第 2節 歴 史環 境

箕輪町は、東西の複合扇状地を流れる中小河川や段丘下の湧水など水源に恵まれており、先史より人

が暮らしやすい格好の場が多い。町内には、先人たちの足跡ともいうべき多くの遺跡が残されており、

平成 6～ 8年度に実施した遺跡詳細布調査により、包蔵地182箇所、古墳27基、城跡13箇所を確認し、

周知されている。

今回調査対象となった本遺跡を含む竜東南部地域には、上記の遺跡数のおよそ30%が集中する。これ

までに実施された本地域での発掘調査事例から、これらを代表する遺跡について概観しておく。

昭和52・ 53年度には、福与大原遺跡 (180)イこおいて団林営土地改良工事に先立って 3地点で発掘調

査が行われた。第 1地点では、縄文時代早期細久保式を主体とする押型文土器を包含する堅穴遺構 8基、

奈良時代末～平安時代初期の竪穴住居址 3軒の他、遺物包含層からは縄文前・中・後 。晩期の幅広い時

期に渡る多くの土器・石器が出土している。

同61年度には、排水路新設工事に先立って上金遺跡 (175)の調査が行われ、埋甕を伴う縄文時代中

期後葉と平安時代 (10世紀頃)の竪穴住居址各 1軒ずつが検出されている。

平成 3年度には、上水道排水池建設に伴う郷沢遺跡 (181)の 調査が行われ、焼失の形跡を残す縄文

時代前期末葉の住居址 1軒 と、小形器台と高杯を伴出する古墳時代前期の住居址 1軒を検出している。

共に町内では他に類例がなく、歴史の空白を埋める貴重な発見となった。この他、台地を寸断するよう

に戦国時代構築と考えられる「堀切」が発見され、北西およそ l km先に所在する福与城址の関連施設の

-5-
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第 2図 周辺遺跡分布図 (1:20,000)

可能性が示唆された。

同10年度に実施した、ふるさと農道建設工事に先立つ福与中村遺跡 (168)の 調査では、縄文時代中

期後葉の住居址 2軒が検出され、 1号住居址付属の土坑内からは炭化した ドングリが大量に出土した。

平成 12、 13年度には、長野県史跡福与城跡 (165)イこおいて城跡整備事業に伴う調査を実施している。

城跡は、戦国時代にこの地を支配した藤沢頼親の居城として知られているが、調査では15世紀中頃～16

世紀中頃にかけての遺物や、それに伴う遺構が確認された。さらに13世紀後半～14世紀のものと思わ

れる甕や壺の破片が出土し、城の使用年代が13世紀後半に遡る可能性も考えられている。

-6-



跡
号

遺
番

遺 跡 名 所 在 地
時   代

立  地 地  目 調 査 履 歴 備  考
縄 弥 古 奈 平 中 近

里 世 盾 福 与 O O ○ O O 段丘突端 畑

卜の淋 木 下 ○ ○ O 段丘突端 宅 地 昭55-57・ 60、 平 2・ 4年

中研 O 〇 O O 段丘突端 宅 地 日召47年 城跡含む

首 城 O O O O 段丘突端 宅地・畑・田 日召52年

精 薬 ○ ○ 段丘突端 宅地・畑 日召49年

国 昔 路 O O 段丘突端 宅地・畑

天 王 〇 O ○ ○ O ○ 段丘突端 宅地 。畑

西垣外 ○ ○ ○ 扇 央 宅地・畑

芝 宮 ○ 扇 央 宅地 。畑

上 町 ○ O 扇 央 宅 地

中 RT O O O 扇央 宅 地

94 下 mT ○ O 扇央 宅 地

苦 谷 ○ ○ ○ O 扇端 宅地・畑

鍛治屋垣外 ○ ○ 〇 扇 端 宅地・畑

馬 場 ○ ○ O ○ ○ 扇端 宅地・畑

木下古塔 O 段丘下 宅 地

笠 齢 齢 O 段丘突端 墓地・林 町史跡

蜜 論 木下・三 日町 ○ ○ ○ ○ O ○ 平地 宅地・畑 昭55～ 57、 平2,4.5.8,12,14■ 5,17年

54 折 市 三日町 ○ ○ ○ ○ ○ 扇 頂 畑

御 射 山 ○ 〇 ○ ○ 扇 央 畑 昭54年

今 町 O ○ ○ 台地 畑

二 位 殿 娠 O ○ ○ 台地 畑

卜湘H電 操 ○ O O ○ ○ ○ 台地 宅地・畑

港 Jド 、■ 下 ○ O ○ ○ 扇頂～央 田 昭 55年

十 立 出 O 〇 扇頂～央 畑 。田

川、≧ お 席子 O 平地 宅 地

ギ 下 陽 苦 憎 O 扇央 畑 日吾57年

206 ム i弓 ■ス建 ★ 僧 O 扇央 畑

円 中銃 O 平地 田 昭58年 町史跡

加
煽
一

」嘘 福与 ○ ○ O 〇 台地 宅地・畑

164 藤 lH首 ○ 扇頂～央 宅地・畑・田

幅与城 福与・三日町 O ○ ○ O 段丘突端 畑・史跡公園 平12・ 13年 県史跡

福与城東 福与 O O ○ O 扇央～端 宅地・畑 平 10年

判の木 O ○ ○ O 扇央～端 宅地・畑

福与中村 ○ O O 扇 頂 宅地・畑 平10年

狐垣外 ○ O ○ O O 扇頂 畑

170 二本松 ○ O 段丘突端 宅地・畑 円海塚含む

171 判の木南 ○ O ○ O 扇 央 畑・田

172 】r拓 猟 O O O ○ 段丘突端 宅地・畑

げBの 大 O ○ O 段丘突端 宅地・畑

175
上 金 O ○ O 段丘突端 畑 昭61年

176 年 田

『

O O O 段丘突端 畑

年 用 ○ ○ O 段丘突端 畑

上 の 山 ○ ○ ○ O ○ 段丘突端 畑

福 原 ○ ○ O O 〇 ○ 扇 央 宅地・畑 昭52年

垣 二 十 庫 ○ ○ ○ ○ ○ 扇 央 宅地・畑 昭53年

鯛К剪雫 ○ O 〇 O 扇頂～央 宅地・畑 平3年

ｏ
仏

」
石 O ○ ○ ○ 扇 頂 宅地・畑

第 1表 周辺遺跡一覧表
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第 3章 調査結果

第 1節 調査方法

発掘調査は、道路拡幅工事によって文化財が消滅する事が予測される、町道983号線の東側995面 を

発掘調査の対象とした。

作業手順としては、まず大型重機により遺構確認層直上までの表土を除去し、続いて人力による遺構

検出作業を進め、検出した各遺構の掘り下げを行った。各遺構より出土した遺物は、各遺構の覆土中の

土器片については層位ごとに取り上げ、床面直上の遺物は記録後に番号を付けて取り上げた。

測量による記録作業は、遺構平面図及び遺構から出土した遺物は、平板及び簡易遣り方測量にて,10、

1:20縮尺で作図し、土層断面も1:10、 1:20の縮尺で作図した。座標及び方位はトータルステーショ

ンを使用し、調査地全域を世界測地系の基準線を重ねて記録した。また、標高の基準点は、調査区東部

の境界柱に任意のベンチマーク (693.62m)を設定した。写真による記録は、一眼レフデジタルカメ

ラ撮影と、35mm一眼レフカメラによるモノクロ及びカラーリバーサルフィルム撮影を行つた。また、

必要に応じ6× 7カ メラによるカラーリバーサルフィルム撮影も行つている。なお、本書に掲載した遺

物写真は、一眼レフデジタルカメラにて撮影した。

調査地全景 (西方より)

-8-
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第 2節 土 層 堆 積 状況 (第 4図 )

調査地は畑として使用されていたため、表層に耕作土が20cm程度堆積していた (I層 )。 その下は整

地による人為的堆積土 (Ⅱ 層)、 褐色の自然堆積層 (漸移層Ⅲ層)、 明褐色のローム (テ フラ)層 (Ⅳ層)

の4層に分けられた。遺構はⅢ層確認面で検出し、Ⅳ層まで掘り込まれる。各層の詳細は以下の通りで

ある。

I層 7.5YR3/3(極 暗褐色)旧畑の耕作土。締りはやや強く、粘性は弱い。

Ⅱ層 7.5YR5/6(明 褐色)人為的堆積層。締 りは強く、粘性はやや強い。

Ⅲ層 7.5YR4/4(褐 色)漸移層。ローム粒子を30%含む。締 りは強く、粘性はやや強い。

Ⅳ層 7.5YR(明褐色)ローム (タフラ)層。締 り。粘性共に強い。

A 69450m

第 4図 土層断面図

土層堆積状況 (南方より)
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第 5図 遺構配置図 (全体図)

遺構検出状況 1(東方より) 同 2(東方より)
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第 3節 遺構 と遺 物

1 竪穴住居址

1号竪穴住居址 (第 6図 )

位置 :調査区北東部、世界測地系X=-12691.50、 Y=-45366.00に位置する。主軸方向:N-100°

―E。 規模・形状 :長軸4.25m、 短軸 (1.73)mを測り、方形を呈すると思われるが、本址北側半分

は調査区外のため詳細は不明。覆土 :9分層され、全体的にローム粒子、及化物が含まれ、一部に焼土

もみられる。床面・壁 :住居址中央の床面直上付近から厚さ5 cm程 の焼土や、炭化物及び住居の垂木と

思われる炭化した木材が検出された事から、本址は火事による焼失住居であると推測される。壁残高は

37cm～ 5 1cmあ り、傾斜はほぼ垂直に立ち上がる。壁下には周溝が検出された。カマド:本址東側中央

に白色ロームを多く含む層が確認されたが、カマドと思われる部分は調査区外のため確認できなかった。

柱穴 :柱穴と思われるものは検出できなかった。その他の施設 :東壁に接して袋状のピットが検出され、

形状から貯蔵穴的性格をもつ施設ではないかと推測される。なお、このピット内から鉄製の紡錘車 (11)

が出土している。遺物 :須恵器の不 (1)と 内面黒色処理された上師器の杯 (2)が出土した。また、

長胴甕が6点 (3～ 8)、 ロクロ成形による甕 (9)、 須恵器の大甕 (10)も 出土した。鉄製品では紡錘

車 (11)が出土している。各遺物の特徴は、

別表を参照されたい。時期 :平安時代初頭、

9世紀前半から中頃と推測する。

紡錘車出土状況

-13-

1号竪穴住居址検出状況 (西方より)



オ

1層 7 5YR3/4(暗 褐色)

2層  7.5YR5/4 (に ぶい褐色)

3層  7.5YR3/2 (黒褐色)

4層 10YR6/4(に ぶい黄褐色)

5層  10YR5/4(に ぶい黄褐色)

6層 10YR4/3(に ぶい黄褐色)

7層 5YR6/8 (橙 色)

8層 75YR3/1(黒褐色)

9層 10YR5/4(に ぶい責褐色 )

※床下

a層 10YR4/4(褐 色 )

b層  10YR4/3(褐色 )

c層 10YR6/8(明 黄褐色 )

カマド?

締り 粘性

ローム粒子20%以 上 炭化物1%含む   強 強
ローム粒子30%含 む           弱 強
ローム粒子10% 炭化物5%含む     弱 強

白色ローム50%以上含む (カマドの袖部か?)強 弱
ローム粒子30% 焼±3%含む      強 中
ローム粒子20% 炭化物5%含む     中 強
ローム層 焼土             強 弱
ローム粒子3% 炭化物10%含 む     弱 強
ローム粒子50%以 上含む         中 強

ローム粒子をブロック状に40%以上含む  強 中
ローム粒子20% 炭化物3%含む     中 中
ローム粒子50% 炭化物1%含む     強 強

第 6図  1号住居址実測図

調
査
区
外

C69450m σ

0
1        (1:60)

2m
|

長胴甕 (3)
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1号住居址出土遺物実測図・拓影図

-15-



法量―上より口径 底径 器高 (単位cm)

阻 種別 器種 法 量 残存度
成形・器形の

特徴
文様・調整 胎 土 焼成 色   調 備考

ユ 須恵器 杯

(136)

(3.3)

30% ロクロ成形
底部回転糸切り

内面―ロクロナデ
外面―ロクロナデ

砂粒まばら
に含む

不 良
外面-10YR7/4(にぶい黄橙色)

内面-10YR8/4(浅黄橙色)

部分的に

炭化物付
着

土師器 lTh

くl■4〉

(2.5)

10% ロクロ成形
内面―ミガキ 黒色処理
外面―ロクロナデ

砂粒・小礫
含む

良好
外面-7.5YR7/6(鈍 い黄橙色)

内面一Nl.5/(黒 色)

土師器 長胴甕

２
．

一
＆

40%

輪積み成形
口縁部は短く外
反し胴部上部に

膨らみを持つ

内面一口縁ヨヨナデ
胴部ハケ (縦方向)

外面一口縁ヨコナデ
胴部ハケ (横方向)

長石・雲母・

石英等の小
礫含む

良好
外面-7.5YR6/8(褐 色)

内面-10YR8/6(黄橙色)

外面に二

次焼成に
よる粘土
付着

土師器 長胴甕 (12.6〉

(21.7)

25%
輪積み成形
直線的に立ち上
がる

外面―ヘラナデ (縦方向)

内面―ハケ (横方向)

長石・雲母・

石英等の小
礫含む

良好
外面-10YR6/4(にぶい黄褐色)

内面-10YR6/4(にぶい黄褐色)

外面に炭
化物付着

土師器 長胴甕

一

・３
．

。

く６
．

９＞

10%
輪積み成形
直線的に立ち上
がる

内面―ナデ
外面―ナデ(底部木葉)

長石・雲母・

石英等の小
礫含む

や

好

や

良
外面-10YR4/4(褐色)

内面-10YR5/3(にぶい黄褐色)

外面に炭
化物付着

6 土師器 長胴甕 (14.0〉

(45)

5% 輪積み成形
外面一ハケ
内面―ナデ

長石・雲母・

石英等の小
礫含む

良好
外面-10YR4/4(褐色)

内面-10YR5/3(に ぶい黄褐色)

外面に炭
化物付着

7 土師器 長胴甕 (11.8〉

(3.6)

10% 輪積み成形
外面―ハケ
内面―ナデ

長石・雲母・

石英等の小
礫含む

良好
外面-10YR5/6(黄褐色)

内面-5YR6/3(橙色)

土師器 長胴甕 (110〉

(5,7)

5% 輪積み成形
外面―ナデ
内面―ナデ

長石・雲母・

石英等の小
礫含む

良好
外面-10YR5/6(黄褐色)

内面-7.5YR6/6(橙色)

土師器 甕

(14.4〉

(6.4)

30% ロクロ成形
内面―ロクロナデ
外面―ロクロナデ

小石多く含
む

良好
外面-5YR5/4(にぶい赤褐色)

内面-10YR5/6(明赤褐色)

須恵器 大甕 輪積み成形
内面―タタキ
外面―ナデ

長石・石英
等の小礫含
む

良好

外面一N3/(暗灰色)

内面-7.5Y4/1(灰 色)

断面一N7/(灰 白色)

耐
艤

外
釉

内
然

第 2表  1号住居址出土土器観察表

第 3表  1号住居址出土金属器観察表

2 掘立 柱 建 物 址

1号掘立柱建物址 (第 8図 )

位置 :調査区中央部やや東、世界沢I地系X=-12694.35、 Y=-45374.50に位置する。長軸方向 :

N-91° 一E。 規模・形状 :平面規模は南北方向 (長軸)に 4.37m、 東西方向 (短軸)に 3.55mを 測

る。柱穴配列は長方形を呈し、柱間は長軸 3間、短軸 2間である。柱穴 :ピ ット10基で構成され、ほぼ

円形を呈する。平面規模は直径22～43cmを測 り、深さは29cm～55cmを測る。 Pl、 4、 5、 10の底

部はロームブロックで堅くたたき締められていたが、軟弱なピットも確認された。覆上 :全体的に 2分

層され、ローム粒子を含むが、 P6、 10は 3分層されていた。遺物 :須恵器の杯 (1)が P4下部より

出土した。時期・性格 :遺物の出土量が少ないため、正確な判断は出来ないが、 1号竪穴住居址とほぼ

同時期の平安時代初頭、 9世紀前半から中頃と推測する。

(平去量c皿・g)

腱 器 種 材質 残存度 長 さ 軸径 紡輪形 重 さ 備 考

l 紡錘車 鉄 100% 29,4
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一hi

◎ P8

2m
|

1層 7.5YR5/6(明褐色〉   ローム粒子50%以上含む

2層 7.5YR2/1(黒 色)    ローム粒子3%含む

3層 7.5YR5/4(に ぶい褐色) ローム粒子20%含む

4層 7.5YR3/3(暗褐色)   ローム粒子50%以上含む

縦

強

強

強

中

り

強

強

中

弱

締

第 8図  1号掘立柱建物址実測図

1号掘立柱建物址検出状況
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第 9図  1号掘立柱建物址出土土器実測図

・|||| | ■|||II● ⅢⅢI

法量―上より口径 底径 器高 (単位cn

第4表  1号掘立柱建物址出土土器観察表

2号掘立柱建物址 (第 10図 )

位置 :調査区南東部、世界測地系X事 -12698.00、 Y=-45369.90と こ位置する。長軸方向 :N-1ぴ

―W。 規模・形状 :平面規模は南北方向 (長軸)に (2,0)m、 東西方向 (短軸)に 2.93mを測る。柱

穴配列は長方形を呈すると推測されるが、本址南側半分が調査区外のため、正確なプランは不明。柱間

は長軸 2問以上、短軸 2間と思われる。柱穴 :小さめのピット5基で構成され、ほば円形を呈する。平

面規模は直径21～32cmを測 り、深さは2 1cm～42cmを測る。底部はロームブロックで堅くたたき締めら

れている。覆土 :Pl、 2、 5は単層で、 P3、 4は 2分層されており、ローム粒子と一部炭化物を含

む。道物 :土器片が少量出土した。時期・性格 :遺物の出土量が少ないため不明。

Ｌ
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Ｏ
Φ
∞

・Φ
Ｏ
雪

”一Ｖ
縦

中

強

り

強

中

締

層

層

B60300nIB′

u2

7.5YR2/3(極暗褐色)

7.5YR3/3 保 褐色)

第10図

C604oomσ 6040Klm

ヴ
♀  他:6ω

ローム粒子10% 炭化物1%含む

ローム粒子20%含む

2号掘立柱建物址実測図

2m
I

血 翻 器種 法量 残存度
成形・器形の

特徴
文様 。調整 胎土 焼成 色  調 備考

1 須恵器 杯

・２
．

２

５
．

３

３
．

７

70% ロクロ成形
底部回転糸切り

内面―ロクロナデ
外面―ロクElナデ

砂粒まばら
に含む

やや
不良

外面-7.5GY7/1(明 緑灰色)

内面-7.5GY7/1(明 緑灰色)

P4下部
より出土
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3 土坑・ ピ ッ ト

土坑12基、ピット4基が検出された (直径40cm以上のものを土坑、以下ものをピットとした)。 上坑

のほとんどが調査区中央より西側にまとまって検出され、ピットは調査区中央より東側の2号掘立柱建

物址付近で検出された。いずれも出土遺物が少量であるため、時期については不明。詳細は土坑・ピッ

トー覧表 (第 5表)を参照されたい。
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A692 80na      pr

嗚
！
汀
Ｕ
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ｒ
Ｉ

7号土坑
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■号上坑

―

10号土坑

ヤ
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▲

∝
A693.80m Fざ

Xとテ≡三く
、2

第■図 土坑・ピット実測図

3号ピット

ネ

と蕉霧とき
U

1号土坑

A69510m
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1号土坑 2・ 4・ 3号土坑 (左より)

8・ 5,10。 6号土坑 (左より)

9号土坑

7号土坑

11号土坑

12号土坑
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m
規模 (cml

平面形 断面形 覆 土
         1締 り 1粘性

出土遺物 備考
長 短 深

1 48 楕 円形 浅い半円 1層 7.5YR3/1(黒 褐色) 強 中

62 46 円形 台形 1層 7.5YR3/4(暗 褐色)ローム粒子を10%を含む 中 強

12
不形

楕円形
台形 1層 7.5YR3/4(暗 褐色)ローム粒子を10%を含む 中 中

4 47 46 43 円形 V宇形

48 42 14 円形
浅い
V字形

1層  7.5Y R4/3(褐色) 強 中

41 30 楕円形 台 形

層
層
層

１

２

３

7.5YR5/2(暗褐色)ローム粒子を10%含む
7.5YR5/6(明褐色)ローム粒子を50%含む
7.5YR7/4(暗褐色)ローム層

強
強
中

強
強
強

54 43 精円形 半 円
1層 7.5YR2/1(黒 色)

2層  7.5YR5/6(暗 褐色)ローム粒子50%を含む

強

強

中

強

円形 半円 1層  7.5YR4/3(褐 色) 強 中

49 64 精円形 台形 1層  7.5YR3/1(暗 褐色)ローム粒子を10%含む 強 強

42 不整形 台形 1層  7.5YR3/1(黒 褐色)炭化物5% 強 中

楕円形 台形

楕円形 浅い台形

Pl 円形 V字形

層

層

層

１

２

３

7.5Y R2/3(極暗褐色)ロ ーム粒子を10%含む
7.5Y R4/3(褐 色)ローム粒子を40%含む
7.5YR3/4(暗褐)ローム粒子を10%含む

中
弱
弱

中

中

中

P2 楕円形 浅い台形
層

層

１

２

7.5YR2/3(極 暗褐色)ロ ーム粒子10%含む
7.5Y R4/4(褐色)漸移層か

弱

弱

中

中

P3 精円形 V字形

層
層
層

１

２

３

7.5YR2/3(極 暗褐色)ローム粒子を10%含む
7.5YR3/3(暗褐色)ローム粒子を10%含む
7.5Y R4/4(褐色)漸移層か

強
強
強

中
中
強

P4 40 円形 V字形 1層  7.5YR3/2(極 暗褐色)ローム粒子を10%含む 強 中

第 5表 土坑・ ピットー覧表
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4 遺 構 外 出土 遺 物

今回の調査では、縄文時代の遺構は検出できなかったが、Ⅱ層及び直下のⅢ層内から縄文時代の土器

と石器が多く出土している。出土量は、Ⅲ層からの割合が高い。本時代所産の遺物が出土したことは、

調査地の周辺に、住居址等の遺構が埋没している可能性が推察できる。

土器 (第 12・ 13図)は、縄文時代前期後半が少量ではあるが出上している (1・ 2)。 出土の主体は

中期に属するもので、中期初頭 (3・ 4)、 中葉 (5～ 14J、 後葉 (15～ 30)の各土器が出土しており、

中でも後葉の出土量が最も多い。中葉はすべて後半の井戸尻期に属するもので、後葉は 1期から3期ま

で幅広 く見られる。また、前期同様に少量ではあるが、後期 (31・ 32)、 晩期 (38・ 34jも出土している。

石器 (第 14図)は、Ⅲ層内から主に、石鏃 (1～ 4)、 打製石斧 (5～ 8)、 剥片石器 (9)、 凹 (磨・

敲)石 (10)、 特殊磨石 (■)が出土しており、また使用痕の見られるものもあった。詳細については、

第 6表を参照されたい。

Ⅲ
口   "Bc喘

雪 け o■
遺構外出土縄文土器 1

遺構外出土縄文土器 2
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第13図 遺構外出土縄文土器拓影図 2

Ａ

穐 印 ∴

遺構外出土石器 1

遺構外出土石器 2
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(法量cm

配 険出箇所 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 備 考

1 Ⅲ層 石鏃 黒曜石 (2.4) 凹基無茎 先端・基部欠損

2 Ⅲ層 石鏃 黒曜石 (■8) 0.4 凹基無茎 先端・基部欠損

3 Ⅱ層 石鏃 黒曜石 (22) 凹基無茎 先端・基部欠損

4 Ⅲ層 石鏃 黒曜石 (■ 6) 04 凹基無茎 先端・基部欠損

5 Ⅲ層 打製石斧 粘板岩 (12.4) 1.7 (256.1) 中位より頂部欠損 基部側縁に磨痕 (使用痕)有

6 Ⅲ層 打製石斧 砂岩 (97) (197.1) 中位より頂部欠損

7 Ⅲ層 打製石斧 輝緑凝灰石 (14.2) (269.1) 下位より基部欠損

8 Ⅱ層 打製石斧 輝緑凝灰石 (9.5) (94.1) 中位より基部欠損

9 Ⅲ層 剥片石器 砂岩 (9.4) (175.5) 側縁を加工痕有 打製石斧の未製品か ?

Ⅲ層 凹石 (磨・敲石) 砂岩 369,3 表裏面中央に凹痕 側縁部は敲打痕有

Ⅲ層 特殊磨石 砂岩 391.5 傷状の凹痕有 基部の敲打痕は少ない

第 6表 遺構外出土石器観察表
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第 4章 総 括

今回の発掘調査は、広大な範囲に及ぶ遺跡の一部という事もあり、遺跡全体の様相を明らかにする事

はできなかった。しかし、本遺跡では初めての本調査であり、遺跡の性格の一端を解明する事ができた

事は大きな成果であつたと言える。ここでは検出した遺構と出土遺物について若千の所見を付け加え総

括としたい。

今回の調査箇所は北東から南西に向かう緩やかな傾斜面にあたり、その最下部は埋没した旧河川に近

接する箇所と考えられ、遺構はあまり確認できなかった。

検出された遺構は竪穴住居址 1軒、掘立柱建物址 2棟、土坑12基、ピット4基であった。そのうち、

唯一検出された竪穴住居址は北側が調査区外のため住居の半分のみの検出であつた。床面直上から焼土、

炭化物、住居の垂木と思われる炭化材が検出された事から、焼失住居であると考えられる。出土した遺

物をみると、須恵器と土師器黒色土器の杯、長胴甕等があり、灰釉陶器が出土していない事から、平安

時代初頭 (9世紀前半から中頃)と推測され、1号掘立柱建物址もほぼ同時期の遺構だと考えられる。概

ね同時代と推測される遺構は、同じ段丘上に位置する矢田尻 。福与大原遺跡でも確認されており、平安

時代前期には、当地において集落が存在していた可能性が伺える。

遺構外出土土器には、縄文時代中期のものが圧倒的に多い。これ らは表上下のⅡ層及びⅢ層から出土

しており、斜面の東 (山側の高い位置)では集落址が確認できるのではないかと推測される。本遺跡に

限らず、付近の遺跡でも縄文時代の遺構 。遺物が多く検出され、この段丘上は 「福与大原遺跡群」とし

て県の重要遺跡にも登録されている。本調査において、確実に縄文時代と思われる遺構は検出されな

かったが、縄文時代中期に人々が生活していた土地である事は間違いなさそうである。ただ、既出遺物

に縄文時代前期後半の土器片が多かつたため、縄文時代前期後半の遺構が存在するのではないかと予測

していたが、今調査において、本時期の遺物は極わずかの出土にすぎず、既出遺物との関連性は未確認

に終わつた。

縄文時代と平安時代において人々が生活の場として利用してきた本遺跡は、箕輪町のみならず、伊那

谷の歴史を探る上でも重要な遺跡である事は間違いない。しかし、今回調査した場所は遺跡の一部であ

り、全容を解明するためには更なる調査が必要と思われる。

本書の末筆にあたり、調査の成果が郷上の歴史と文化を解明する上で有意義に活用され、より多くの

人に文化財保護にご理解いただければ幸いである。調査の進行と本書の作成にあたり、ご支援ご協力を

いただいた地元福与区の皆様、そして調査にご協力いただいた全ての方々に厚く御礼申し上げます。
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2棟

土坑   12基
ピット  4基

縄文土器、

土師器、須恵器、

石器、鉄製品

縄文時代中期、

平安時代前期の住

居址

約

平安時代前期の住居址 (焼失住居)1軒を確認した。また、表土下の黒褐色土層より縄

文時代中期を中心とする遺物が多量に出土し、斜面東側に同時代の集落が存在する可

能性が伺える。
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